
 

  

 

読書の大切さ 

校 長  迫 田 智 志 

 

奄美地方は平年より９日遅い５月２１日に梅雨入りしました。鹿児島も梅雨入り間近となりました。こ

れからしばらくの間は，登下校中の雨が心配になってきます。学校でも，傘のさし方や側溝・河川に

近寄らないなど繰り返し指導してまいります。ご家庭でも声かけ等をよろしくお願いします。 

 

さて，梅雨の期間は室内で過ごすことが多くなります。こんな時お勧めしたいのが読書です。魚見

小学校では，校内読書週間（６月１０日～１４日）を通して，読書に対する意欲や関心を高め，読書の

楽しさを伝えていきます。具体的には，図書館キャラクターの作成，しおりづくり，UOMIストーリーズに

よるおはなし会や図書委員会による読み聞かせなど多くのイベントが行われます。多くの子どもたち

が，積極的に図書室へ通い本と友達になってほしいと思います。 

 

読書が子どもに与えるよさには二つあると考えます。その一つは，本を読むことによってまだ見たこと

のない人々や出来事，さらには様々な考え方に触れることができるということです。登場人物に直接会

って話ができなくても，本の中で時代や場所を越えて話しかけることができます。本はテレビや映画の

世界とは違う文字の世界です。絵や映像の世界を越えた，文字の世界に飛び込んでみないことには，

その良さはわかりません。本を読むことで，すばらしい人物のすばらしい生き方に出会ったり，遠い世

界を近くに引き寄せたり，一つの言葉が突然光り輝いたりして，自分が新しい世界の扉をまた一つ開け

たことを知ります。こんな時，心の底から本との出会いに感謝するものです。もう一つは，読書をするこ

とで静かな心を取り戻し，静かにものを考えることができるということです。今の時代は，大人だけでなく，

子どもも忙しい日々を過ごしています。こんな中で自分を取り戻すことができるのが読書です。そして，

他人の考えを通して自分の考えを広め，深めていくのが読書のよさだと考えます。 

 

本の中の世界の素晴らしさは，本の扉を開いた人にだけしかわかりません。梅雨の期間は，なかな

か外で遊ぶことができません。そんな時間を読書にあててはいかがでしょう。きっと，今までと違う新し

い自分を発見できると思います。ぜひ，ご家庭でも指宿市立図書館等を訪れるなど本に親しむ機会

を作っていただくと幸いです。 

 
＜転入職員のお知らせ＞ 

 
 

 

 本校の室屋先生が産前休暇に入るため，５月９日（木）より引地良子先生が赴任

しました。どうぞよろしくお願いいたします。 



「有志草払い」・「PTA 奉仕作業」 ５月１９日（日） 

 

 

修学旅行 ５月２２日（水）・２３日（木） 

 

 第３８回知林ヶ島遠泳大会 

 

 

 

遠泳大会までのスケジュール 

 

 

６月の行事予定 

 


